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This paper reports that the device of the collaborative teaching between foreign 
teachers and Japanese teachers in the university leads to the effective teaching 
English. The writer’s university started the new faculty in 2017，which focuses on 
English proficiency. Students build the foundation of practical English at the first two 
years. Then to use English，they go to study abroad，or tell their specialty they choose 
and studied in the area of reginal culture and tourism，international relation，or 
language. This will lead to develop global human material. To realize this aim， 
English education at this faculty is decided into two parts; the courses for foreign 
teachers and Japanese teachers. Adding this， pairs of teachers teach same students to 
share the information of the students and class to make the class effective. This paper 
aims to propose the effective English education at university though analyzing the 
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文部科学省は、2011 年に「国際共通語としての英語力向上のための 5 つの提言と具体的
施策」を発表し、中学校 3 年生で英検 3 級程度以上の英語力を持つ生徒の割合を 30%、高
等学校 3 年生で準 2 級程度以上の英語力も持つ生徒の割合を 30%とした。 
一方文部科学省が行った、2016 年度の「英語教育実施状況調査」では、中学校 3 年生




















2017 年 4 月に、それまでの未来創造学部を改組し、国際教養学科を英語教育に特化し、
グローバル人材の育成を目指した国際コミュニケーション学部がスタートした。定員は 80
名で、初年度は 81 名でスタートした。 
この学部での英語教育は、前述した高校までの英語教育の現状と実態を踏まえて、学生
の持つ長所を伸ばしながら、苦手なところを補うことで、英語の運用能力を高めることを
目的とした。図 1 が新学部の英語教育のイメージである。 
 
 







これらの目標に近づけるように、少人数でのクラス編成を行った。初年度は 81 名の 1
年生でスタートしたが、留学生 2 名は日本語を履修するため、79 名でクラス編成を行った。
4 月に TOEIC Bridge をプレイスメントテストとして実施した。これをもとにクラス編成
を行い、1 クラスを 20 名までとし、4 クラスに学生を分けた。2 種類のクラス編成を行い、
4 技能に焦点を当てた授業は習熟度別とし、運用面に焦点を当てた授業は混成とした。こ





1、2 年次で 6 つの言語科目としての英語を設定した。そのうち 3 つを外国人教員が担当
し、残りの 3 つを日本人教員が担当することとした。6 つの科目として、4 技能に関する
科目（Listening、Speaking、Reading、Writing）を 4 つと運用に関する科目 2 つ
（Presentation & Discussion、Grammar）を設定した。担当教員の構成は、常勤の外国














その他に全体での共通理解を図るため、前期は、開始前の 3 月、開始後 1 ヶ月の 5 月、





時限 月 火 水 木 金 
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「ツールとしての英語力」を目標に掲げ、「使える英語力」、「英語運用能力」の育成を目指
す科目設定を行った。1、2 年生では、語学科目では 4 技能に関する科目 4 つ（Listening、
Speaking、Reading、Writing）と運用に関する科目 2 つ（Presentation & Discussion、
Grammar）を設定した。Grammar は文字通りの文法を講義式で行うものではなく、アク
ティビティを通して文法を学ぶという内容で、運用に焦点を当てた科目としている。この








タートに合わせて、4 月に着任した外国人教員 1 名、日本人教員 1 名を対象とした。この
2 名を選んだ理由は、4 技能、運用面の授業全てを担当していること、また 2 年生以上の
旧学部の授業も担当していて、新しい目から比較ができるのではないかと考えたからだ。 
 インタビューは、全ての授業が終了した 8 月に行った。形式は半構造化インタビューと













































































































4 skill classes are going well, uh.. for..to start. For the first semester, I felt good about 
it.  
＜情報共有の成功＞ 
And, uh、 also the one thing that worked well is that the teachers within the same 
classes for teachers for Listening, Speaking, Reading and Writing, uh, Basic Listening 
and Basic Speaking… 
＜学生の良さ＞ 
I was a little bit worried at first, students would be a little bit shy and hesitant to give 









I had god communication with my Japanese counterpart. 
≪課題≫ 
＜学生のこと以上＞ 
I talked to him, usually only about … students having a problem. I didn’t discuss 











I’m worried about consistent grading. Fairness in grading. 
＜教室管理＞ 




























 アンケートは、6 月 17 日の授業内に提示された。質問は、4 技能と運用面に分けて設定
され、選択式の設問と記述式の設問で構成され、回答数は 73 であった。この結果を用い
ながら考察を行う。 
 図 3 は満足度を尋ねた結果である。項目は、テキスト、授業内の活動、小テスト・テス




































図 4 外国人教員と日本人教員の協働による英語教育の成果と課題 
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